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1．はじめに 

前報1)では，土質工学の分野では，地盤の透水係数が

その変形特性に大きな影響を及ぼすことが知られてい

る2)ことから，フレッシュモルタルの透水係数とその流

動特性の関係を検討する上で，フレッシュモルタルの

透水係数と塑性粘度に関する予備的な実験を試みた。

その結果，図-1，2に示すように，フレッシュモルタル

の透水係数は，その塑性粘度や調合と相関関係にある

ことを示した。しかし，検討した実験データは数少な

く，透水係数と塑性粘度や調合の関係をより明確にす

るには，その再現性を検証する必要がある。 

そこで，レオロジー試験と透水試験を繰り返し，フ

レッシュモルタルの塑性粘度と透水係数および調合の

関係について詳細に検討することとした。本報(その

１)では，フレッシュモルタルの塑性粘度と透水係数お

よび調合の関係に関する実験概要について報告する。 

 

2. フレッシュモルタルの塑性粘度に関する実験概要 

2.1 実験要因 

実験要因はモルタルの調合，すなわち水セメント比

とし，それぞれ，35，45，55，65％とした。 

2.2 モルタルの使用材料および調合 

表-1にモルタルの使用材料を，表-2にモルタルの調

合を示す。単位細骨材量はすべて同一とし，空気量(8

±2％)とフロー値(190±20)は所定の範囲になるよう単

位混和剤量で調整した。 

2.3 モルタルの練混ぜおよびフロー試験 

 モルタルの練混ぜおよびフロー試験は，JIS R 5201

「セメントの物理試験方法」10.4.3.練混ぜ方法および

11.フロー試験に準じて行った。 

2.4 フレッシュモルタルのレオロジー試験 

フレッシュモルタルのレオロジー試験は，文献3)を参

考にして作製した小型羽根沈入式試験器(図-3参照)を用

いて行った。容器に試料を1層で詰め

バイブレータで2秒間締固めた後，錘

を載せた沈入羽根を所定の位置に設

置した。錘を載せた沈入羽根を自重

によって試料中に沈入させ，せん断

面積が一定になるように，沈入羽根

がモルタル中に完全に埋まった状態

から0.1秒間ごとの沈入距離をレーザ変位計で測定した。

沈入時間と沈入距離より算出したせん断速度とせん断応

力度の関係から見掛けの塑性粘度を求め，検量線を用い

て塑性粘度の値を得た。なお，検量線は，塑性粘度が既

知(50，100，200Pa･s)のシリコーンオイルを試料とし，

小型羽根沈入式試験器によるレオロジー試験で得た見掛

けの塑性粘度と既知の塑性粘度の関係から作成した。一

例として，図-4に塑性粘度が200Pa･sのシリコーンオイル

によるせん断速度とせん断応力度の関係を，図-5に3種類

図-1 透水係数と水セメント比の関係1)
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図-2 塑性粘度と透水係数の関係1)
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表-1 モルタルの使用材料
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のシリコーンオイルにより作成した検量線を示す。 

 

3. フレッシュモルタルの透水係数に関する実験概要 

3.1 実験要因 

実験要因は，2.1節と同様とした。 

3.2 モルタルの使用材料および調合 

モルタルの使用材料および調合は，2.2節と同様とした。 

3.3 モルタルの練混ぜおよびフロー試験 

 モルタルの練混ぜおよびフロー試験は，2.3節と同様と

した。 

3.4 フレッシュモルタルの透水試験 

フレッシュモルタルの透水試験は，犬飼ら4)が考案し

た透水試験方法(図-6参照)に準じて行った。試料を容

器に詰め所定の位置に配置し，レギュレータで一定の

吸引圧に調整した条件のもとで透水試験を開始した。

レーザ変位計で0.1秒間ごとに透水位を測定し，透水位

から求めた透水量と透水時間の関係から透水係数を算

出した。 

 

4. まとめ 

 本報(その１)では，フレッシュモルタルの塑性粘度

と透水係数および調合の関係に関する実験概要につい

て報告した。実験結果および考察については，(その

２)で報告する。 
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図-3 小型羽根沈入式試験器3)

表-2 モルタルの調合 
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図-6 フレッシュモルタルの透水試験方法4)

y = 0.002x - 0.0263

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

200 400 600 800

せ
ん

断
速

度
（

c
m/
s
）

せん断応力度（Pa）

r = 1.000

図-4 シリコーンオイルによるせん断速度と

せん断応力度の関係(200Pa･s) 
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図-5 検量線 
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